
顕微鏡 メンテナンスと保守 
 けん   び    きょう 

保管方法 点検項目 

【顕微鏡保管庫】 
 内部の湿度を一定に保ち、顕微鏡を 
 より長持ちさせる事ができます。 

【ドライケース】 
 レンズのみ保管の場合は 
 ドライケースを使用します。  

顕微鏡の性能維持の為、定期的に点検、整備する事を 
おすすめします。 

【レンズ】  
 □レンズは揃っていますか？（対物・接眼）             
 □レンズは汚れていませんか？                                                
  ※染色液・皮脂が沈着すると、汚れが取れにくくなります。 
   レンズクリーニング手順については 
   既刊の「顕微鏡のレンズクリーニング」をご覧下さい。                                         
【本体】 
 □本体にガタつきはありますか？   
 □ステージの上下動はスムーズですか？                  
 □反射鏡は使用できる状態ですか？ 
 □光源はつきますか？ 
 □メカニカルステージはスムーズに動きますか？ 
 □充電はされていますか？ 
  ※充電池は使用していなくても自然と放電します。             
   完全放電すると充電池の寿命が短くなります。 
 □本体は汚れていませんか？ 
  ※本体の清掃にはシリコンクロスのご使用を 
   おすすめします。 
【見え方】                                                                                    
 □ピントの調整は問題ないですか？      

顕微鏡は、湿気が少なくカビの発生しにくい場所に保管して
ください。ほこりがかからないように 
ビニールカバーをかぶせるか格納箱 
に入れて下さい。 
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